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電気泳動によるアイソザイムの分析は,種内の系統め

違 い の 検 出 (SHINTANI et al.,1992な ど )だ け で な く ,

固定が困難な分類 (村井,1990),ウ ワバ類の系統分類

(NoMuRA and ICHINOSE,1990)な どに使われている。ま

た,大量増殖虫の品質管理の指標とされることもある

(ヽVHITTEN,1980)。

沖縄県では ミバエ根絶事業の ため ウ リミバエ
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b2rarを 大量増殖している。大量増殖系統

は,すでに導入後∞世代以上累代飼育を続けており,そ

の飼育を効率的に行うために早熟多産系統の選抜を導入

個体群にかけてきた (添盛 ‐仲盛,1981)。 大量増殖系

統は一定条件での累代飼育によって,野生系統の間でい

くつかの点で違いが生じている (耐ATAKE alld YAMA―

CISHI,1993)。 飼育系統では検出されるアイソザイムの

頻度が野生系統と比較して変化することがチチュウカイ

ミバエて知られており,ま たこのような変化が増殖虫の

品質と関係する可能性も指摘されている (MILANl et al,

1989)。

そこで,ウ リミバエの大量増殖系統と野生系統間のエ

ステラーゼについて比較し,大量増殖の影響が現れてい

るかどうかを検討した。また大量増殖虫について親と子

のエステラーゼパターンを比較した。

材 料 と 方 法

供試虫のうち大量増殖虫は沖縄県ミバエ対策事業所に

おいて大量累代飼育している2つ の系統で,成虫室で採

卵用に飼育している羽化後 3週 ロウリミバエ成虫を材料

とした。 2系統は,通常の大量増殖を行っている系統

(大量増殖系統 1)と ,途中から遅く採卵されたものから

次世代を得ている系統 (大量増殖系統 2)(KAKINOHANA
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and YAMACISHI,1991)で ある。野外からの導入後世代

'数はそれぞれ61お よび51世代であった。また,野外から

導入後 5世代をカボチャで飼育したものを野生系統とし

て用いた。羽化後,粗糖と乾燥酵母の4:1混合物およ

び水を与え, 3週間以上経過した雄成虫をサンプルとし

た。成虫はクロロホルム麻酔後に冷凍して殺し,エ ステ

ラーゼの抽出に用いるまで-40℃ の冷凍庫に保存した。

親世代と子世代のエステラーゼパターンを比較する実験

には大量増殖系統を用いた。 1対の雌雄 (親)か ら採卵

し,子世代を得た後,親は冷凍保存した。子世代の雌雄

成虫は羽化後 3週間以上経過した後に冷凍保存し,親 と

ともに電気泳動に供試した。虫体全体を15%の ショ糖を

加えた 0 05M Tris HCl緩衝液100 μlと ともにサンプ

ルチューブ中で磨砕し,遠心分離後,上澄を電気泳動用

の試料とした。

電気泳動はポリアクリルアミドグル板 (7× 9 cm,厚

さ0 75mm),緩衝液は Tris HCI系 を用い,村井 (1990)

に準じておこなった。アクリルアミド濃度は分離グルで

は75%,濃縮グルでは4%と し,サ ンプル溝に 10-20

μlの上澄を入れ,20mAの定電流で泳動した。発色基

質は, α―ナフチルアセター トを用い,フ ァース トブ

ルー RR塩によって発色させた。調査数は大量増殖系

統 1,大量増殖系統 2,野性系統それぞれ164,100,

104で あった。

結 果 お よ び 考 察

発色によって3本の主要なアイソザイムが現れた (第

1図 )。 各個体はアイソザイムの組合せによってA～ E
のパターンに分けられた (第 1図 ,A～ E)。 それぞれ

のパターンの頻度を第 1表 に示す。各系統ともDの頻度

が最も高かった。大量増殖系統 1お よび野性系統ではE

がそれに次ぎ,以下C,A,Bの 順であったが,Bは
164個体のうちの 2個体のみであった。大量増殖系統 2
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大量増殖系統 1 55%
大量増殖系統 2 90
野生系統    40

1 29り    17 190  44 5ワ0  31 79う

0       24 0     44 0     23 0

0       11 4    50 5    34 3

ではCが Dに次いで頻度が高く,以下E,Aの順であっ

た。大量増殖系統 2お よび野生系統ではBは検出されな

かった。カイ2乗検定の結果,大量増殖系統 1,大量増

殖系統 2,野生系統の間でパターンの頻度に有意差はな

かった(P>005)。

ミバエ対策事業所では, 2万個体程度を採集して大量

増殖を開始したが,そ の後飼育規模が拡大し,現在では

数百万から1千万の個体 (雌雄)か らの採卵が続けられ

ている。野生系統と大量増殖系統の間でアイソザイムパ

ターンに差が見られなかった原因の一つとしては,飼育

規模が大きかったことが考えられる。

大量増殖系統 1と大量増殖系統 2は累代飼育34世代目

に同じ系統から2つ に分け,採卵時期を変えたもの

.:(KAKr」 OHANA and Y―GISIII,1991)で ,調査時点では

分けてから約 3年,大量増殖系統 1では27,大量増殖系

統 2では17世代を虐通していた。この 2系統間で差が見

られなかったことも同様の理由によると思われる。また

野生系統とも差がなかったことから,今回調べた酵素の

多型におよぼすような人為選択は大量増殖の過程で生じ

なかったと考えられる。

親世代の組合せによる子世代のアイソザイム出現頻度

(第 2表)では,ア イソザイム3はすべての個体に出現

しており,遺伝様式は不明であった。アイソザイム 1,

2はその出現頻度を見る限り,単純な対立遺伝子によっ

て支配されているのではないと思われた。また,見かけ

上 1本にみえるバンドも複数が重なっている可能性もあ

り,今後さらに解析が必要である。

a)パ ターンの出現頻度に系統間で有意差なし。 (χ 2検定,

P>0_“ )。

b)ア イソザイムバターン (A― E)は第 1図参照。

第2表  現世代の雌雄の持つエステラーゼアイソザイム成分の組合わせと子世代におけるそれらの

成分の出現頻度
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第 1図 エステラーゼアイソザイムパターンの模式図

1, 2, 3は現れたアイソザイム,A― Eはアイソザイ

ムパターンを示す。

第 1表 エステラーゼアイソザイム′`ターン出現頻度の

系統間比較D
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a)ア イソザイム1, 2, 3は第 1図参照。カッコ内の数値は子世代の観察数。
b)組合わせは,雌×雄,十 :成分あり,一 :成分なし。
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